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武田薬品工業株式会社 京都薬用植物園 

京都薬用植物園が国際認定「BGCI Garden Accreditation」を取得 

植物園として東アジア初、薬用植物園として世界初の認定 

90年以上にわたる生物多様性保全活動が評価されました 

武田薬品工業株式会社 京都薬用植物園（以下、当園）は、2026 年 6 月 22

日付で、Botanic Gardens Conservation International（以下、BGCI）が実施す

る国際的な植物園認定「BGCI Garden Accreditation」を取得しました。 

今回の認定取得は、当園が 90 年以上にわたり取り組んできた植物遺伝資

源の収集・保存や希少植物の保全、教育普及活動、研究活動、国内外の連

携に加え、それらを継続的に支える方針やコレクション管理などが、国際

的な基準に照らして総合的に評価されたものです。 

また、本認定は、植物園として東アジア初、かつ薬用植物園として世界初となります。これは、植物

園の保全活動や研究、教育普及活動などが国際的に高く評価されたことを示すものです。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

世界の植物園ネットワークによる国際認定 

BGCI は、1987 年に設立された植物保全を推進する世界最大級の植物園ネットワークです。BGCI が運

営する世界の植物園に関するデータベース（GardenSearch）には、世界の植物園や関連機関 3,649 機関

が登録されており、BGCI には世界 120 か国以上から 900 を超える植物園や関連機関が加盟しています。

植物の多様性を守り、次世代へ継承することを目的に世界各地の植物園や研究機関をつなぎ、生物多

様性保全活動を支援する国際的な中核組織として活動しています。 

BGCI Garden Accreditation は、植物園としての社会的役割と使命を果たしていることを示す国際認定制

度です。生物多様性保全への取組だけでなく、植物コレクションの管理、研究活動、普及啓発活動、

サステナビリティ、専門性、国内外のネットワーク連携など、多岐にわたる項目が総合的に審査され

https://www.bgci.org/
https://gardensearch.bgci.org/
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ます。 

BGCI による認定園は、これまで 36 か国 127 園に限られており、その中には英国王立植物園キューガ

ーデン（Royal Botanic Gardens, Kew）など、世界的に知られる植物園も含まれています。今回の認定は、

当園が長年にわたり積み重ねてきた活動と、その根底にある理念が世界の植物園コミュニティから認

められたことを意味します。 

タケダもこのような世界的な園の仲間入りをすることができたことは大きな喜びです。 

 

植物遺伝資源を通じて、地球の健康と未来に貢献する 

当園は 1933 年に開園し、90 年以上にわたり植物遺伝資源の収集・保存に取り組んできました。約 3,100

種の植物、約 2,000 種の薬用植物、約 270 種の絶滅危惧植物を保有し、植物遺伝資源の保全と利活用

を推進しています。 

「植物遺伝資源を利活用して、地球の健康と輝かしい未来に貢献する」ことを存在意義に掲げ、生物

多様性に働きかける 3 つのアクション「守る」「つなぐ」「伝える」を軸として活動しています。 

植物と深く関わる地域や伝統文化の継承、多様なパートナーシップによる社会との協働を通じて、世

界中の人々と自然環境のために生物多様性保全活動を推進しています。 

 

国内外のネットワークとともに 

当園は 2024 年に、日本の博物館法に基づき登録博物館として登録され、国内外の植物園・研究機関、

行政機関、地域団体などとの連携を強化しながら生物多様性保全活動を推進しています。 

国際種子交換事業による植物遺伝資源の収集・保存をはじめ、京都府内および日本国内の希少植物の

保全に取り組んでいます。また、小笠原諸島や八重山諸島の絶滅危惧植物の保護増殖、京の伝統野菜

や地域の植物文化の継承など、多様な活動を展開しています。 

BGCI での認定取得は、これらの活動を世界の植物園ネットワークの中でさらに発展させる契機となり

ます。 

 

今後の展望 

今回の認定はゴールではなく、新たなスタートです。 

当園は今後も「守る」「つなぐ」「伝える」の 3 つのアクションを通じて、生物多様性保全活動を推進

してまいります。植物と人、自然と文化を未来へつなぎ、世界中の人々と自然環境に貢献する植物園

として、国内外の多様なパートナーとともに歩み続けます。  
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